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北
海
道
で
木
々
が
色
づ
き
始
め
る
10
月
、
赤
平
市
の
炭

砿
遺
跡
、
旧
住
友
石
炭
赤
平
炭
砿
（
１
９
３
８
～
１
９
９

４
年
）
を
訪
ね
た
。
立
坑
や
ぐ
ら
な
ど
の
周
辺
施
設
が
、

２
０
１
６
年
に
住
石
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
か
ら
赤
平
市
に
無

償
で
譲
渡
さ
れ
、
そ
こ
を
会
場
に
、「
赤
平
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
か
れ
て
い
た
。「
ア
ー
ト
の
力
で
炭
鉱

遺
産
の
価
値
と
記
憶
を
甦
ら
せ
、
赤
平
の
新
た
な
物
語
を

紡
ぎ
ま
す
」
と
い
う
も
の
。
主
催
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
炭
鉱

の
記
憶
推
進
事
業
団
と
札
幌
市
立
大
学
、
赤
平
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ｔ
ａ
ｎ
（
タ
ン
タ
ン
）
な
ど

に
よ
る
実
行
委
員
会
で
、
炭
鉱
遺
産
を
歴
史
資
源
と
し
て

見
つ
め
直
し
、
観
光
や
芸
術
、
教
育
な
ど
に
活
用
し
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

旧
住
友
赤
平
の
立
抗
は
、
Ｊ
Ｒ
赤
平
駅
か
ら
芦
別
側
に

約
１
キ
ロ
、
根
室
本
線
を
越
え
て
す
ぐ
の
、
線
路
と
並
行

す
る
道
路
沿
い
に
あ
る
。
立
抗
と
道
路
を
挟
ん
だ
向
か
い

側
に
抗
口
浴
場
が
あ
っ
て
、
坑
内
員
は
、
こ
こ
で
着
替
え

て
坑
内
に
入
り
、
こ
こ
で
風
呂
に
入
っ
て
炭
じ
ん
の
汚
れ

を
落
と
し
て
か
ら
帰
宅
し
た
。

　

そ
の
抗
口
浴
場
と
立
抗
の
周
辺
に
、
札
幌
市
立
大
学
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
上
遠
野
敏
（
か
と
お
の　

さ
と
し
）
教
授

や
院
生
、
学
部
生
ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
同
教
授
や
学

生
が
訪
問
者
に
作
品
の
解
説
を
行
っ
て
い
た
。

　

時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
産
業
遺
構
が
北
海
道
に
は
数
多
く
あ

る
。
炭
砿
は
明
治
以
降
、
日
本
の
産
業
近
代
化
を
牽
引
し
て

き
た
が
、
１
９
６
０
年
代
以
降
、
原
油
の
輸
入
自
由
化
と
安

い
海
外
炭
に
よ
っ
て
瞬
く
間
に
衰
退
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

か
つ
て
空
知
は
、
九
州
の
筑
豊
を
抜
い
て
採
炭
量
日
本

一
を
誇
り
、
最
盛
期
の
60
年
ご
ろ
に
は
大
小
１
０
０
炭
鉱

が
操
業
、
人
口
は
約
82
万
人
（
１
９
６
０
年
国
勢
調
査
）

を
数
え
た
。既
に
坑
内
掘
り
の
す
べ
て
の
炭
鉱
が
閉
山
し
、

人
口
は
31
万
人（
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
）を
切
っ
て
い
る
。

　

赤
平
市
内
で
は
、
ほ
か
に
も
茂
尻
炭
砿
（
１
９
１
８
年

～
69
年
）、
豊
里
炭
砿
（
１
９
３
７
年
～
67
年
）、
赤
間
炭

砿
（
１
９
３
７
年
～
73
年
）
が
操
業
し
て
い
た
か
ら
、
同

市
の
人
口
は
５
万
４
６
３
５
人
か
ら
１
万
１
１
０
５
人
と
、

８
割
も
減
少
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
ほ
か
の
炭
鉱
マ
チ
で
も

同
じ
で
、
同
規
模
だ
っ
た
三
笠
市
が
５
万
６
千
人
か
ら
９
千

人
、
芦
別
市
が
６
万
７
千
人
か
ら
１
万
４
千
人
で
あ
る
。

　

立
抗
周
辺
以
外
に
も
炭
鉱
遺
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

旧
自
走
枠
工
場
に
は
、
機
械
採
掘
の
大
型
機
械
な
ど
が
１

０
０
点
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
立
抗
や
自
走
枠

工
場
は
、
普
段
、
公
開
し
て
い
な
い
の
で
見
学
は
、
同
市

へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
赤
平
駅
の
裏

手
に
あ
る
旧
赤
間
炭
砿
の
ズ
リ
山
は
標
高
１
９
７
メ
ー
ト

ル
。
直
線
で
日
本
一
の
７
７
７
段
の
階
段
が
設
置
さ
れ
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

旧
住
友
赤
平
の
立
抗
は
、
高
さ
が
43
・
８
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
６
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、閉
山
ま
で
31
年
間
使
わ
れ
た
。

当
時
最
新
式
の
設
備
で
、
も
っ
と
深
く
採
掘
が
進
ん
で
も

使
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
。
立
抗
は
水
没
し
て
坑

抗口浴場の前で上遠野教授から説明を受け、さまざ
まな作品展示のある施設の中へ

青 木 和 弘

赤平市

旧住友石炭赤平炭砿遺跡
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内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
立
抗
や
ぐ
ら
の
建
屋
や

機
械
、電
気
系
統
な
ど
が
閉
山
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

石
炭
を
積
ん
だ
貨
車
を
地
下
５
５
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
時

間
に
１
２
０
両
の
ペ
ー
ス
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

抗
内
員
が
入
坑
す
る
際
に
使
わ
れ
た
４
段
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
１
段
18
人
で
合
計
72
人
を
高
速
で
輸
送
で
き
た
。
そ
の

技
術
は
「
東
洋
一
」
と
う
た
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
線
路

に
石
炭
を
満
載
し
た
貨
車
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
音

を
響
か
せ
て
石
炭
を
降
ろ
し
、
ま
た
坑
内
に
戻
っ
て
い
く

の
だ
。

　

こ
の
立
抗
の
完
成
で
、
同
砿
の
生
産
量
は
以
前
の
年
間

１
０
０
万
ト
ン
か
ら
２
０
０
万
ト
ン
に
倍
増
し
た
と
い
う
。

立
抗
や
ぐ
ら
に
は
夜
間
「
住
友
赤
平
炭
鉱
」
の
ネ
オ
ン
が

誇
ら
し
げ
に
輝
き
、
マ
チ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
長
く
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

赤平アートプロジェクトで行われた住友石炭赤平炭砿立抗やぐらのガイドツアー

上遠野教授の作品の一つ「友子同盟」。抗内員の更衣
室のつりロッカーの滑車一つ一つに、のし袋と白い
羽根が取り付けられている。親方と坑内員は互助組
織である「友子」の契りを結んで助け合い、人生の
門出も祝った


